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This study has aimed to propose a common specificat旧nof the urgent information sending 

platform where information by the image，textual information，and the voice is transmitled by using 

the television and the cellular phone，etc. combining itto transmit disaster information for those of 

the elderly person and the physically handicapped person，etc. necessary covering in a time of 

disaster. In 2008 fiscal year，we did the questionnaire survey etc. to the municipality and the 

manager in facilities for the person who needed covering in a time of disaster，and understood 

needs and the problem to information on the municipality and those manager 

1 調査の背景および目的

近年の災害では、独居老人や身体にハンテ守

イキャップのある方々等、災害時要援護者へ

の情報提供のあり方が大きな行政課題になっ

ている。本研究は、災害時要援護者に向けて

災害情報を迅速・確実・的確に伝達するため

に、テレビ・扱帯電話等を被合的に利用して

岡像・文字情報・音声による情報伝達を行う

緊急情報発信プラットフォームの共通仕様を

提案することを目的として平成� 18年度から

取り組んできた。災害時要援護者の特性等の

調査検討、緊急情報発信プラットフォームの

あり方等の検討をへて、� 20年度は実証実験

による効呆検証を行う予定であったが、これ

までの検討による想定実験規模が実施不可能

となったことから、市町村及び災害時要援護

者施設管理者にアンケート調査等を行い、過

年度の検討着目点と市町村及び災害H寺要援護

者施設管理者の情報に対寸るニーズや智之題意

識を比較し、仮想的に想定される効果を把握

した。� 

2 調査結果

水害時に河川に関寸る緊急情報を提供する

場合、市町村が河川管理者から情報を受け取

って住民に情報提供を行うまでの時間と、情

報提供を受けた住民が避難完了するまでのH寺

聞をリードタイムとして考慮する必要があるロ

しかし、市町村へのアンケート調査結果で

は、河川管理者から情報を受信して情報提供

を開始するまでの所要時間を実際の水害等の

状況を勘案して把握している市町村はほとん

ど無く、河川管理者に許容される情報発信の

タイミングを示す恨拠は取得できなかったD

災害時要援護者個ノ、や支援者の避難行動へ

の河川情報の活用状況に関する調査では、半

数近い市町村で河川情報を伝えていないこと

が判明したo (図 1 ) 

図-1 河川情報の活用状況� 
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図-3 通運鍛時間検証市町村の取組� 
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